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【目的】リツキシマブ（RTX）は B 細胞表面に発現する CD20 に対する抗
体である。CD20 は B 細胞表面に発現し、抗体依存性細胞傷害や補体依存
性細胞傷害己免疫疾患に広く用いられる。 
インターフェロンガンマ（IFNγ）はⅡ型インターフェロンで、サイトカ
インとして NK 細胞や樹状細胞、CD4又は CD8陽性 T細胞から分泌され、
生体内で様々な作用を示す。我々は以前、抗 HER2抗体と INFγの併用
（RTX-IFNγ）療法が HER2 陽性乳がん細胞株に対し抗 HER2抗体単剤より
高い抗腫瘍効果を示す事を報告した。乳がん細胞は固形がんで、Her2 は
癌原遺伝子である一方、リンパ腫は液性がんで、CD20は癌原遺伝子では
ない。今回は CD20 陽性 Burkittリンパ腫細胞株に対し、RTX と IFNγの
併用療法による抗腫瘍効果の有無及び作用機序を調べた。 
 
【方法】Burkittリンパ腫の Raji 及び RAMOS細胞株を用い、RTX単剤、
IFNγ単剤、RTX-IFNγで薬剤処置し、細胞増殖抑制能、アポトーシスの
割合、細胞周期割合を比較検討した。また Raji 細胞を背中に注入したマ
ウス異種移植実験系を使用し、腫瘍径の増大抑制効果を比較検討した。 
 
【結果】RTX-IFNγ療法は RTX単剤よりも細胞増殖の抑制と腫瘍体積の縮
小を認めた。RTXは免疫細胞や補体の無い In vitro環境下での細胞増殖
抑制効果は認めなかった。RTX-IFNγ処置で細胞周期の G0/G1 期の細胞数
の割合が増加し、G1/S check point に関るタンパク解析では p27 kip1の
増加、Cyclin E、Cdk 2の減少を認めた。 
 【結論】RTX-IFNγ療法が直接がん細胞に作用し細胞周期を止める新しい
抗腫瘍薬理機序を発見した。これにより無秩序な増殖による遺伝子変異
の蓄積によるがん細胞の悪性度の進行を抑制する可能性を示した。 
RTX-IFNγ療法は RTX 単剤より高い抗腫瘍効果を示し、生存期間の延長の
可能性と B細胞性リンパ腫の新たな薬剤治療選択肢の可能性を示すと共
に、自己免疫疾患への応用の可能性を示した。 
